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第１回世田谷区児童福祉審議会 本委員会議事録 

▽日 時 

令和７年６月23日（月）18：30～ 

▽場 所 

世田谷区役所東棟３階 庁議室 

▽出席委員 

松原委員長、明石委員、天野委員、有村委員、池田委員、木田委員、小橋委員、田中委員、

丹羽委員、平本委員、普光院委員、松田委員、山本委員、吉田委員 

▽欠席委員 

鵜養副委員長、石渡委員、川松委員、中板委員、松谷委員 

▽事務局 

松本子ども・若者部長、寺西子ども・若者支援課長、石山児童相談支援課長、北川保育課

長、河島児童相談所長、柏原児童相談課長（副所長）、大里保育の質向上担当副参事、小林

保育の質向上担当副参事 

▽資 料 

資料１－① 令和６年度における各部会の開催状況について（里親部会） 

資料１－② 令和６年度における各部会の開催状況について（措置部会） 

資料１－③ 令和６年度における各部会の開催状況について（児童虐待死亡事例等検証部

会） 

資料１－④ 令和６年度における各部会の開催状況について（保育部会） 

資料２   里親支援センターの設置について 

資料３   乳幼児短期緊急里親モデル事業の実施について 

・世田谷区子ども・若者総合計画（第３期）（概要版） 

・世田谷区児童福祉審議会 委員名簿 

・世田谷区児童福祉審議会 行政側名簿 
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▽議事 

 

寺西課長  それでは、定刻になりましたので、令和７年度第１回世田谷区児童

福祉審議会本委員会を開会いたします。 

 本日はお忙しい中、また、夜間開催の会議に御出席をいただきまし

て、誠にありがとうございます。議事に入るまでの間、進行を務めさ

せていただきます子ども・若者支援課長の寺西でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 また、本日は議事録作成のために速記者による記録をさせていただ

いておりますので、御承知おきください。 

 今回も対面とＺｏｏｍを併用しての会議とさせていただきますの

で、御協力をいただければと存じます。 

 また、本日は、石渡委員、川松委員、中板委員、松谷委員、石渡委

員から所用のために欠席の御連絡をいただいております。 

 また、Ｚｏｏｍで御参加いただく委員は、池田委員、木田委員、小

橋委員、田中委員、山本委員、普光院委員でございます。御発言の際

には挙手または挙手機能を使っていただきますよう、お願いいたしま

す。 

 では、今年度より新たに委員になられた方がいらっしゃいますの

で、御紹介をさせていただきます。お手元の世田谷区児童福祉審議会

委員名簿を御覧ください。お名前を読み上げさせていただきます。 

 ファミリーメンタルクリニックまつたに院長でおられる松谷克彦

委員でございます。本日は欠席の御連絡をいただいております。 

 続きまして、行政側職員の紹介をいたします。こちらもお配りして

おります世田谷区児童福祉審議会行政側名簿に沿って、人事異動に伴

い変更があった管理職を紹介させていただきます。 

 まず、私、子ども若者部子ども・若者支援課長の寺西です。 

 続きまして、世田谷区児童相談所児童相談課長（副所長）の柏原で

す。 

 よろしくお願いいたします。 

 ここで会議の開催に当たりまして、子ども・若者部長の松本より一

言御挨拶を申し上げます。 

松本部長  皆様、こんばんは。子ども・若者部長の松本でございます。 

 本日はお忙しい中、また、夜間の時間にもかかわらず御出席いただ

きまして、ありがとうございます。 

 本日は、令和７年度第１回の児童福祉審議会本委員会となります。
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昨年度から引き続いて受けていただいております委員の皆様、また、

新たにお引き受けいただきました委員の皆様、今年度もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 本日は、常設の各部会から昨年度の開催状況を御報告いただくほ

か、次第に記載の３件について御報告をさせていただきます。 

 区では、この４月から世田谷区子ども条例を改正し、世田谷区子ど

もの権利条例を施行いたしました。また、今後10年間の新たな計画で

ございます世田谷区子ども・若者総合計画（第３期）、また、世田谷区

社会的養育推進計画（中間見直し）の計画期間がこの４月から新たに

スタートいたしました。 

 子どもの権利条例は、条例の名称に権利を明記しているとおり、条

文の中に具体的な子どもの権利を規定しております。この条文の検討

に当たりましては、昨年度、中高生世代で構成します子ども条例検討

プロジェクトといったものを立ち上げまして、様々な子どもたちの思

いや意見を踏まえた活発な議論をし、まとめてまいりました。 

 私たち区や大人は、この子どもの権利条例と子ども・若者総合計画

を基に、子どもたちの思いを大切に受け止めて、子どもの権利が当た

り前に保障され、子ども自身が子どもの権利を実感できる世田谷を目

指しまして、様々な取組みを進めてまいりたいと考えております。 

 本日も委員の皆様の忌憚のない御議論をいただければと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

寺西課長  松本部長、ありがとうございました。 

 それでは、議事に入る前にお手元の資料について確認をさせていた

だきます。まず次第、それから先ほどの委員の名簿、行政側の名簿の

ほかに、右上に番号を振ってあります資料１から３、それから世田谷

区子ども・若者総合計画（第３期）概要版の冊子がございます。御確

認いただいて不足している資料がありましたら、挙手または事務局に

お伝えいただければと思います。大丈夫でしょうか。 

 それでは、今後の議事につきまして松原委員長、よろしくお願いい

たします。 

松原委員長  よろしくお願いいたします。 

 では、議事に早速入ってまいりたいと思います。 

 初めに、報告(1)令和６年度における各部会の開催状況の報告につ

いてです。 

 まず、各部会長より順番に御報告をいただき、御意見、御質問につ

いては全体の報告が終わった後、まとめて伺うということでよろしく
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お願いしたいと思います。 

 では、里親部会よりご説明をお願いいたします。 

委員  里親部会について、御報告させていただきます。 

 里親部会は、児童福祉法に基づき、区が里親を登録しようとする際

に、区から諮問を受けて審議し、その結果を答申する部会でございま

す。 

 昨年度の部会の審議内容につきましては、資料１－①を御覧くださ

い。 

 １の開催回数です。部会は年３回開催することにしており、昨年度

は、７月17日（水）、11月８日（金）、３月14日（金）に開催いたしま

した。 

 次に、２の審議件数です。昨年度に諮問を受けた件数は、合計10件

になっております。その内訳は、養子縁組を目的とせず子どもを一定

期間養育する養育家庭が４件、養子縁組を目的として子どもを養育す

る養子縁組里親が６件でございます。なお、そのうち１件は、養育家

庭と養子縁組里親に重複して登録する希望があったため、養育家庭、

養子縁組里親の両方について、それぞれ諮問されております。審議に

当たりましては、住所要件や経済的要件、研修受講状況などについて

確認するとともに、実際に登録しようとする家庭の訪問調査や面接を

行った児童相談所やフォスタリング機関の職員にも状況を確認する

などしながら、慎重に審議を行っております。 

 里親部会は、学識経験者、児童養護施設の施設長、医師などの委員

がそれぞれ専門に基づき、その家庭の養育力向上や子どもが委託され

るに当たっての留意点についても意見をいただき、このような審議結

果となっております。 

 区は、社会的養育推進計画の中間見直しを経て、新たな里親委託率

の目標を設定したところであり、今後も里親制度のさらなる拡充を目

指す方針であると承知しております。一方で、子どもにとって最善の

養育環境を提供できるよう、里親登録は厳格に行う必要があると考え

ており、今後も引き続き慎重な審議に努めてまいります。 

 最後に、３の令和７年度第１回里親部会についてです。今年度の第

１回目の里親部会は７月４日（金）に開催を予定しており、現時点で

の審議予定件数は４件となっております。内訳といたしましては、養

育家庭が１件、養子縁組里親が１件、専門的ケアを必要とする子ども

を、養子縁組を目的とせずに一定期間養育する専門養育家庭が２件と

なっております。 
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 御報告は以上でございます。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 それでは続いて、措置部会より説明をお願いいたします。 

委員  それでは、私から令和６年度における措置部会の開催状況につきま

して報告させていただきます。お手元の資料１－②を御覧ください。 

 措置部会では、児童福祉法に基づき、子どもまたはその保護者の意

向が児童相談所の措置と一致しない場合などに、世田谷区長からの諮

問を受けて審議し、その結果を答申しております。また、過去に部会

より意見具申または助言を行った案件に対して、その後の援助経過の

報告などを児童相談所から受けることもございます。 

 まず、部会の開催回数につきまして、審議・報告案件がない場合に

流会となることを除き、原則として毎月開催することとしており、令

和６年度は資料に記載のように12回開催しております。 

 審議及び報告件数につきましても資料に記載のとおりですが、令和

６年度は審議13件、報告１件を受けております。 

 事例の種別及び内訳につきまして、件数の下に記載しております。 

 なお、審議案件につきましては、いずれも児童相談所の援助方針が

適当であると認め、留意事項を付して答申いたしました。 

 次に、被措置児童等虐待の状況報告をさせていただきます。資料の

裏面へお移りください。 

 措置部会は児童福祉法の規定に基づき、世田谷区から児童福祉審議

会に被措置児童等虐待への対応について報告を受けた際、区長に対

し、意見を述べることができるとされております。 

 令和６年度は区へ４件、被措置児童等虐待通告がございました。区

から報告を受け、部会として意見を述べておりますが、２件を該当、

２件を非該当として、区の調査等対応を認めております。 

 なお、該当の２件の概要につきましては、令和６年12月の児童福祉

審議会本委員会にて報告したとおりであります。 

 措置部会からの報告及び説明は以上でございます。 

松原委員長  続いて、児童虐待死亡事例等検証部会より事務局から説明をお願い

いたします。 

事務局  部会長に代わりまして、事務局より御報告させていただきます。 

 児童虐待死亡事例等検証部会について、資料１－③を御覧くださ

い。 

 令和６年度、本部会は令和６年11月26日にオンライン開催にて１回

開催いたしました。 



6 

 主な議事についてですが、令和５年度の事例収集結果及び事例検証

については、別添児童虐待死亡事例等検証部会検証実施基準に基づく

年度初回の部会で選定をする事例の結果、令和５年度については事務

局より該当事例なしという報告を上げております。そのため、令和６

年度については、即時検証に該当する事例が発生しない限り、検証は

実施しないということを確認いたしました。 

 なお、その後も令和６年度全体を通して即時検証に該当する事例は

ございませんでしたが、前回の本委員会でも御報告をさせていただき

ましたとおり、令和６年５月に重篤事例が発生しております。事例発

生当時時点では、別添の検証実施基準に基づき、３Ｂ、虐待の可能性

が高い事例に該当と判断し、即時検証には当たらないものの、同事例

を令和７年度の年度初回調査時の選定対象事例とすることを確認し

ております。当該事例については、７月３日（木）に開催を予定して

いる本部会にて検証の要否について審議を行う予定です。 

 報告は以上でございます。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 それでは、保育部会長、よろしくお願いいたします。 

委員  保育部会より報告させていただきます。 

 資料１－④を御覧ください。 

 保育部会では、児童福祉法に基づく保育所の認可等について諮問を

受け、その適否について審議し、答申しております。審議の内容は、

保育施設の整備、着手前に、その計画の認可基準への適合状況につい

て確認する計画承認と、開園前に再度認可基準への適合状況を確認す

る認可に分かれております。審議では、認可基準への適合状況の確認

だけではなく、公認会計士の委員から財務面への意見やアドバイスを

いただくとともに、保育の質を確保する視点から、事業決定時の附帯

条件等への対応状況などについても踏み込んで意見聴取を行ってお

ります。認可後、運営の引き継ぎをも改善に向け取り組んでいただく

よう、保育部会としても連携してまいります。 

 令和６年度の保育部会の開催状況ですが、第１回を令和６年９月18

日に、第２回を令和７年３月７日に開催し、民間移行に関する計画承

認の１件、新規開設に関する認可の１件、認可移行及び運営事業者の

変更に関する計画承認及び認可の４件について審議し、全ての案件に

ついて適当として答申しております。 

 報告事項につきまして、第１回では令和６年２月に設置された重大

事故検証委員会においてまとめられた検証報告書や検証結果を踏ま
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えた区の取組みに関する報告や、保育の待機児童対策に関する報告を

受けました。また、令和８年度から新たな給付制度として位置づけら

れるこども誰でも通園制度に関して、情報の提供とともに、児童福祉

法の規定に基づく保育部会の役割の提案を受け、意見交換を行いまし

た。 

 第２回では、資料１－④にございますとおり、区からの重大事故及

び虐待等の報告を受けまして、保育の改善に向けた取組み等について

議論した上で、指導、助言をしております。区が該当施設に出向き、

施設長や保育士とヒアリングをし、その後の子どもの姿も確認するな

ど、改善状況報告も併せて、その報告を受けております。 

 また、今後の保育施設の定員確保に向け、新規整備や既存施設への

経営支援など取組みの実施に関する報告とともに、こども誰でも通園

制度に関する保育部会の役割について、最新の情報を基に手続きなど

に関する意見交換を行いました。引き続き、保育部会では、子どもを

中心とした保育が実現できるよう審議を行ってまいります。 

 また、令和７年度より、こども誰でも通園制度の認可等についても、

保育所の認可と同様に、保育部会にて適否について審議し、答申して

いく予定でございます。 

 保育部会からの報告は以上でございます。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 それでは、４つの部会に関しまして何か御質問、御意見があれば受

けたいと思いますが、いかがでしょうか。 

事務局  すみません、先ほどの報告のところで１点訂正がございまして、令

和６年度里親部会審議内容の資料１－①になりますけれども、３番の

令和７年度第１回里親部会について、この開催予定日ですが、令和６

年となっておりますが、令和７年７月４日の間違いです。失礼いたし

ました。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 最近、死亡事例等の検証に当たって警察が絡んできたり、裁判にな

っていたりすると、なかなか情報が出てこないという話を伺うんです

が、それは世田谷でも一緒でしょうか。 

事務局  事件絡みになってくる可能性があるものにつきましては、なかなか

情報が児童相談所には入りにくい状況になっております。 

松原委員長  そうすると、部会で検証の必要性を認めても、資料がそろわないと

いうことが出てきますね。 

事務局  そうですね。警察の情報に関しては、なかなか資料がそろわない状
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況で、可能な範囲で警察とやり取りをしていくということにはなって

しまいます。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、本件についてここまでといたします。ありがとうござい

ました。 

 次に、報告(2)里親支援センターの設置について、事務局より御説明

をお願いいたします。 

事務局  事務局より御説明をさせていただきます。 

 資料２を御覧ください。里親支援センターの設置についてです。 

 まず、１の趣旨でございます。令和４年の児童福祉法の改正により、

里親支援センターが児童福祉施設第２種社会福祉事業として位置づ

けられましたが、世田谷区において、下記の認可施設について、里親

支援センターの設置を認可し、令和７年４月１日より事業を開始いた

しましたので、御報告をさせていただきます。 

 次に、２の認可施設の概要については記載のとおりです。里親支援

センター「ともがき」という名前で、事務所はこれまでのフォスタリ

ング機関と同じく、世田谷区上馬の東京育成園の園内と児童相談所内

にそれぞれ設けております。設置主体は、社会福祉法人東京育成園、

認可日は令和７年４月１日でございます。 

 最後に、３、世田谷区におけるフォスタリング業務の遂行体制につ

いてです。世田谷区は、令和５年度からフォスタリング業務の包括委

託を行ってきたところです。今回の里親支援センターの認可により、

認可施設の事業と区からの委託事業等を組み合わせて業務を遂行し

てまいります。 

 下の図を御覧ください。認可施設の業務は法に規定されているとこ

ろで、ある意味、支援センターの本来業務となります。それと区から

の委託業務、こちらは認可事業でカバーされていない部分を委託し、

支援機能等の強化をする内容となっております。 

 御報告は以上でございます。 

松原委員長  新しい試みが始まっておりますので、今後の方向性も含めて御意見

を伺いたいと思いますし、御質問も御遠慮なくどうぞ。 

委員  緊急里親モデル事業を実施して確保するということですけれども、

里親さんにどういう方がなっていただくとか、目星がついているんで

しょうか。それとも、これからどんな里親さんがいいのか開拓してい

くような感じでしょうか、よろしくお願いします。 

事務局  事務局よりお答えをさせていただきます。 
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 まず、緊急里親につきましては、またこの後、御説明をさせていた

だきますけれども、現在、世田谷区に登録していただいている養育家

庭の中から、緊急里親を担っていただくことをお願いしていきたいと

思っているところです。 

委員  ありがとうございました。 

松原委員長  実績が上がってくるのは今後の課題だろうと思います。 

 世田谷区と育成園さんとの間では何年契約にされているんですか。 

事務局  今回、認可ということなので、特段契約ということではなくて、「と

もがき」にお願いをすることになります。なので、これまではフォス

タリング業務ということで委託をしておりましたけれども、今回、認

可で児童福祉施設となったことで、事業者さんを何年かで選定し直す

というようなことがありませんので、支援も安定して継続ができると

考えております。 

松原委員長  ありがとうございます。人の安定的な定着というのもすごく大切な

ことだと思いますので、何か補足があれば。 

事務局  先ほどの資料の業務委託になります。里親支援センターは認可にな

りますけれども、今までフォスタリング委託でお願いをしていた内容

に関して、里親支援センターの業務内容に含まれていないものがござ

いますので、それに関しましては引き続き業務委託という形で、養子

縁組里親の成立後のフォロー等をしていってもらうことになります。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

委員  開所時間が21時までになっていますけれども、今後の対応の見込み

として、夜間対応とかってあるんですか。 

事務局  本来24時間体制でできるといいのだとは思うんですけれども、やは

り里親さんの負担等も考えて、「ともがき」が空いている21時まで相談

受付しているので、今モデル事業というところですので、その間はそ

こに合わせて21時までと考えております。それ以降は、実績等も踏ま

えて検証を行いながら、開所時間などについても検討していくことに

なるかと思っております。 

委員  ありがとうございます。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  すみません、２ページ目の資料について質問してもよろしいでしょ

うか。最後の里親制度の周知のところなんですけれども、広告バス運

行だけが載っているんですが、これは果たして効果があるのかどうな

のかということがちょっと疑問が残るなと思いまして、ほかに周知を
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考えていることとかはございますでしょうか。 

事務局  ありがとうございます。バスの車体広告も通じて、里親制度を広く

周知するということが一つございますけれども、例えば５月に実施済

みではあるんですけれども、カフェとかでイベントを実施しまして、

新しい年代をターゲットにした広報というものをしております。あ

と、昨年度、里親が中心になって作成をした動画がございまして、そ

ういった動画の作成を振り返ったり、里子を受託している里親のイン

タビューといったものをカフェでのイベントで実施しているところ

です。あとは、まだこちらは予定ではあるんですけれども、10月の里

親強化月間に向けまして、これまで配架していませんでしたスーパー

ですとか薬局ですとか、そういったところにチラシを置いていただい

て、周知をするというような新規開拓も考えているところです。 

委員  ありがとうございます。今度、四者協で動画を流していただくこと

になっていますけれども、いろんな機会を捉えて会議の中で動画を流

していくというのはすごく効果的だなと思いますので、ぜひ今後進め

ていっていただければと思います。 

事務局  ありがとうございます。 

松原委員長  ほかによろしいでしょうか。 

委員  こちらの場所が育成園内と児童相談所ということなんですけれど

も、こちらは業務によって区分けをされているのか、どのような配置

でお考えなのか、教えていただければと思います。 

事務局  業務と、あと職員が交代で入りますので、そういったところで使い

分けというような形になるかと思います。 

委員  分かりました。ありがとうございます。 

松原委員長  これをつくるときに、一緒に仕事をしたほうがいいだろうという思

いもあったという記憶がありますね。 

事務局  おっしゃるとおりです。執務室もあるんですけれども、あと児童相

談所の里親担当のところに一緒に机を並べて、情報を共有しながら迅

速に動けるような形も取っているところです。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、乳幼児短期緊急里親モデル事業の実施について御報告を

お願いいたします。 

事務局  事務局より御報告をさせていただきます。 

 乳幼児短期緊急里親モデル事業の実施についてです。資料３を御覧

ください。 
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 昨年度、社会福祉審議会において御議論いただき、答申を受けて策

定した令和７年４月からの社会的養育推進計画（中間見直し）におき

まして、愛着形成に重要な時期である３歳未満の乳幼児の一時保護に

ついては、家族と同様の養育環境での保護ができるように、乳幼児短

期緊急里親事業を令和７年度から試行実施することを掲げました。 

 計画に基づき、乳幼児短期緊急里親モデル事業を実施する予定で準

備を進めておりますので、現段階の準備状況について御報告をさせて

いただきます。 

 まず、本モデル事業の目的です。一時保護につきましても代替養育

の場という性格を有することから、家庭養育優先原則を踏まえ、特に

乳幼児については愛着形成のために特定の大人が安定して関わるこ

とができる里親家庭に委託するいうことが望ましいとされておりま

す。そのため、急な受入れに対応できる緊急里親を確保し、乳幼児を

緊急で一時保護する必要が生じた際に、迅速な受入れを可能とするた

め、本事業を実施してまいります。 

 次に、２、モデル事業の概要です。緊急里親の家庭数ですが、世田

谷区の養育家庭から４家庭を選定いたします。緊急里親には待機料と

して月額10万円をお支払いいたします。 

 なお、一時保護によりお子さんを受託している期間は、一時保護委

託費をお支払いするため、待機料の対象外となります。また、待機中、

事前に届出をしていただくことで、休息日を月４日設けます。その４

日間は待機料をお支払いいたします。お子さんを受託中の緊急里親に

も、休息日を月２日程度設けます。 

 事業の検証等につきましては、モデル事業の実施状況を踏まえまし

て、令和８年度以降に実施する予定でございます。 

 最後に、３、実施体制です。まず、児童相談所ですが、通常の一時

保護と同様に、児童相談所が乳幼児の一時保護の決定や一時保護委託

中の里親養育の支援を行います。また、緊急里親に一時保護委託され

た後は、家庭復帰に向けた実親子支援や里親等委託に向けた調整等を

行います。 

 次に、里親支援センターは、緊急里親を対象とした研修実施、訪問

や面接による相談等、一時保護委託中の里親養育の支援を行います。 

 次に、里親支援専門相談員、通称里専員です。里専員は、乳児院や

児童養護施設に配置されておりまして、世田谷区では東京育成園、福

音寮、そして杉並区にあります乳児院カリタスの園つぼみの寮に担当

していただいております。里専員には、受託中の里親の訪問や里親等



12 

委託に向けた乳幼児のアセスメント等を行っていただきます。 

 最後に、緊急里親の確保、委託契約、休息日の管理、必要物品の確

保、関係機関の調整、緊急里親の受入れ調整、養育サポートを行って

まいります。 

 なお、こちらには主な関係機関の役割を記載いたしましたが、子ど

も家庭支援センターや一時保護中の子どもが所属する保育園等もチ

ーム養育として関わっていただく予定です。 

 説明は以上でございます。 

松原委員長  ありがとうございました。チャレンジングな試みですが、何か御意

見、御示唆、御助言があればいただきたいと思います。 

委員  この一時保護で里親さんが預かってくださった場合に、その後、措

置になってしまった場合、引き続き一時保護の里親さんが養育すると

いうことはあるんでしょうか。 

事務局  事務局よりお答えいたします。 

 この場合は措置という決定をしましたら、また長期に委託ができる

里親に委託をしていくという形になって、この緊急里親に関しまして

は、また改めて一時保護委託の児童について受託をしてもらうという

形になります。 

委員  ありがとうございました。 

委員  従前ですと３歳未満の乳児院に一時保護委託されるお子さんの家

庭復帰に向けた支援というのは長期化する傾向があると思うんです

が、今回、短期緊急ということで、およそ何か月、更新があり得ると

して、一時保護の２か月の間で委託を終わらせるという目標でおられ

るのか、さらに今まではどの程度かかっていたのを教えていただけれ

ばと思いました。 

事務局  基本的には一時保護に関しましては、原則２か月となっております

ので、２か月間に方針を決定していくということになりますけれど

も、委員がおっしゃられるように、なかなか思うようにいかないとい

う状況もございます。例えば、家庭復帰を見据えてというようなとこ

ろであれば、２か月を超えても、その先に何をするということが割と

見えている場合に関して、延長ということもあるかと考えておりま

す。 

 これまでなんですけれども、やはり御家庭の環境の調整に時間がか

かってしまって、少し長期化するというようなことはございましたけ

れども、反対に数日とかで家庭引き取りになっているというケースも

ございます。基本的には、家庭養育優先原則ということに基づきまし
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て、地域のサービスとか支援、ネットワークを使いながら養育の支援

をしていけるような形で方針として考えていきたいと思ってござい

ます。 

委員  ありがとうございます。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  今のお話を伺っていて思ったんですけれども、私は、東京の事例は

分析したことがないですが、ほかの自治体で乳児院に委託されて、そ

の後に施設に移行していくのか、それとも家庭復帰しているのかとい

うのを調べたときがあります。先ほど数日というお話がありましたけ

れども、分岐点が半年から10か月ぐらいのところで差があり、特に親

御さん自身の成長を求めざるを得ないようなケースの場合は、すごく

長引くというような傾向があったかなと思っています。 

 そういう意味では、短期の緊急里親さんにお願いするお子さん方を

どのようなお子さんにしていくのか、例えば一時保護で家庭にという

ことは大事ですけれども、養育環境が切れてしまうと、アタッチメン

トという意味では断絶、喪失とかを意味してしまうところもあると思

うので、そこら辺のさじ加減はどうなのかなと思って質問させていた

だきました。 

松原委員長  想定されていることはおありになりますか。 

事務局  これからなので、どういったケースが出てくるかなというところで

はございまして、またモデル事業ということもございますので、まず

見通しが持てるケースのお子さんをお預かりしてというようなこと

もあるかなとは思います。 

事務局  補足をさせていただきますと、おっしゃるように、親御さんの変化

を待ちながらというと相当時間がかかるので、ケースによっては最初

から乳児院を選んだほうがいいと思うケースもあるかなというのは

一方あります。これをやったからといって、フルで最初から４人、４

家庭を集められるかどうかも分からないので、その辺は様子を見なが

らになります。今年度の傾向で言いますと、お母さんが緊急的に病気

になって、今、預かってくれる人がいないとか、その場合は数日で帰

ることができたりします。今年度は、そういう子が結構発生をしてい

て、この事業がもっと早く始まるといいなと現場では言っているとこ

ろなんです。 

 なので、そういったニーズも確実にはあり、子どもの愛着を考えれ

ば、このモデル事業は期待するところではありますので、そういった

形で判断しながら使っていけたらいいのかなと思います。乳児院も、
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日によっては空いていなくて入れないなんていうときに、小さい赤ち

ゃんですと保護所ではとても環境的に難しいといったこともありま

すので、まずはやってみてと考えているところです。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

 モデル事業だということですので、ぜひ次回、あるいは次々回あた

りの児童福祉審議会で状況を報告していただいて、また御意見を伺え

るといいなと思いました。 

 それでは、(4)「世田谷区子どもの権利条例」及び「世田谷区子ども・

若者総合計画(第３期)」について、どうぞお願いします。 

事務局  それでは、事務局から、「世田谷区子どもの権利条例」及び「子ども・

若者総合計画（第３期）」について御説明をさせていただきます。 

 冒頭、部長の挨拶でもお話しさせていただきましたけれども、本年

４月から、これまで世田谷区子ども条例だったものを子どもの権利条

例としまして、また、世田谷区子ども計画も子ども・若者総合計画（第

３期）ということで新たにスタートをしております。本日は概要版を

基に、この条例、計画について御説明をさせていただきます。 

 最初に、条例が資料の後半部分に載っておりまして、35ページをお

開きいただければと思います。こちらが子どもの権利条例の概要とな

ります。 

 まず、趣旨としまして、区は、平成13年12月に23区で初めて制定し

ました世田谷区子ども条例を一部改正しまして、世田谷区子どもの権

利条例として今年の４月に施行いたしました。この条例によりまし

て、子どもの権利が当たり前に保障され、子ども自身が子どもの権利

を実感できる文化と地域社会をつくり出し、発展させ、継承していく

ということを目指してまいります。 

 その次の36ページに、改正のポイントを３つ記載しております。 

 まず１つ目ですけれども、子どもの権利を具体的に明記しておりま

す。国連の子どもの権利条約に規定された一般原則の権利を引用した

ほか、子どもたちが検討を行い、特に重要と考えた権利を明示してお

ります。 

 また、２つ目として、子どもの声を反映し思いを込めたというとこ

ろがございます。子どもたちが条例を自分のものとして受け止め、自

分たちの条例として生かせるように、条例の前文などに子どもの思い

や大人へのメッセージを反映しております。 

 また、３つ目として、子どもの権利の保障状況を評価・検証する第

三者機関を設置いたします。区が実施する施策等において、子どもの
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権利が適切に保障されているかを評価・検証する第三者機関を設置す

ることを規定しております。その下に書いてある世田谷区子どもの権

利委員会という名称で、今年の秋頃をめどに設置を予定しておりま

す。 

 続きまして、37ページを御覧ください。こちらは条例の検討プロセ

スになりますけれども、子ども条例検討プロジェクトという形で、子

どもたちの思いを条例に反映したことを記載しております。下に記載

のとおり、前期検討会、後期検討会ということで合計７回実施をして

おりまして、延べ33人の子どもたちに参加をいただいたということで

ございます。 

 38ページには、条例の構成を記載しております。まず、先ほどの子

ども条例検討プロジェクトの意見を反映した前文ですとか、それから

第２章の子どもの権利などに、そういった子どもたちの意見を反映し

ております。 

 39ページ以降は、条例の各所の概要説明と、また、42ページに条例

の全文を掲載しております。参考までに42ページを御覧いただければ

と思うんですけれども、前文のところに子どもの思い、それから２番

目として大人へのメッセージ、また、それを受けて、次の行になりま

すけれども、区や大人の決意表明ということで、検討プロジェクト

等々で検討してきたことをこちらに反映してございます。 

 また、43ページに、第２章ということで子どもの権利というところ

を設けてございます。 

 第４条については、子どもの権利条約の４つの権利を記載している

んですけれども、第５条から第９条まで、子どもたちと議論をして、

こういう権利が大切だろうというところをそれぞれ規定しておりま

す。 

 例えば、第６条第５号に「心や身体が疲れた時に休息することがで

きる権利」といった、今の子ども特有のような権利があったりですと

か、それから第８条第３号に「様々なことに挑戦して失敗できる権利」

ですとか、こういったことを子どもたちとの議論の中で定めておりま

す。 

 それでは、冒頭に戻りまして２ページを御覧ください。こちらが世

田谷区子ども・若者総合計画（第３期）の概要となっております。 

 まず、策定の趣旨・計画期間ですけれども、妊娠期から乳幼児期、

学童期、思春期、若者期まで、切れ目なく総合的に施策を展開してい

くという考えのもとで、これまで子ども計画としておりました名称
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を、子ども・若者総合計画に変更して策定しております。計画期間は、

これまで同様に10年間ということで、令和７年度から16年度までの計

画となってございます。策定後も時勢を見ながら、必要な見直しを随

時行ってまいります。 

 ３ページ目を御覧ください。計画の推進体制でございます。これま

で子ども・子育て施策は子ども・子育て会議、また、若者施策は子ど

も・青少年協議会という２つの会議体で議論をしてきたんですけれど

も、今回、切れ目なく総合的な視点で検討していくということで、今

年、令和７年度から、その２つを統合しまして、世田谷区子ども・若

者・子育て会議として一つの会議体で計画の推進をしてまいります。

また、子どもの権利委員会、先ほど申し上げたことの詳細についても

記載をしておりますので、御覧いただければと思います。 

 少しページを飛びまして、13ページを御覧ください。こちらは計画

の基本方針となります。かいつまんで御説明いたします。 

 まず、第３段落目になりますけれども、この条例・計画の検討プロ

セスの中で子どもたちの声を聴く中で、子ども自身が遊んだり、学ん

だり、自分のしたいように過ごしたいと思っても、なかなかその時間

を持つことができないぐらいに忙しい状況になっているというよう

な実態などが見えてまいりました。先ほどの休む権利なんかとも少し

関係してくるかもしれませんけれども、この状況については子どもや

その周囲だけの責任ではなくて、区を含めた地域社会の責任として捉

え、地域社会全体でともに支え合うということをこの方針にも明確に

してございます。 

 少子化という大人が多い現代において、これまでの子ども・若者へ

の地域社会の関わり方を変えて、子どもも若者も大人も、年齢や経験

にかかわらず、人として対等であり、互いに尊重され、対話の中で互

いを理解し、ともに成長していける地域社会を実現すること。つまり、

子どもの権利が保障されるまちを文化として築いていくということ

を目指してまいります。 

 続いて14ページを御覧ください。めざすまちの姿は、子どもたちが

考えた子どもの権利条例の目標となります。「一人ひとりが笑顔で自

分らしくチャレンジできるまち」を目指してまいります。また、計画

の目標、下の青い囲みのところになりますけれども、「子どもが権利の

主体として、一人ひとりの健やかな育ちが保障され、子ども・若者が、

自分らしく幸せ（ウェルビーイング）な今を生き、明日からもよい日

と思える社会を実現する。」と定めております。 
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 続いて15ページを御覧ください。こちらは、この計画における４つ

の原則を定めて、政策及び施策を実施してまいります。 

 また、少し飛びまして17ページを御覧ください。こちらは政策の柱

としまして、７つの項目を柱として定めております。 

 また、この７つの政策の柱につきましては、19ページ以降に記載を

しております。詳細な説明は割愛いたしますけれども、30ページから

第５章、計画の内容、31ページから第６章、これは子ども・子育て支

援事業計画という数値目標などになります。また、33ページから第７

章、子どもの貧困対策計画を記載しております。 

 説明は以上となります。概要版のカラフルなデザインも、デザイナ

ーの方にも協力いただきながら、子どもの意見もいただいて、このよ

うなカラフルなものとしております。 

 御説明は以上となります。 

松原委員長  ありがとうございました。 

 御感想、御意見を伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

委員  子どもの権利条例が新しくなったということで、私、実は最初の条

例ができるときに少し委員として関わった経緯があるんですけれど

も、そのとき、最後の最後に「権利」という言葉がなくなって子ども

条例になってしまったということがあったんですけれども、今回、権

利という言葉を復活していただいてとてもよかったと思いますし、前

文のところに子どもの声が入っているというのはとてもすばらしい

なと思いました。あとは、これを子ども自身にどうやって周知されて

いくのかなというのが一つ気になっております。 

 もう一つ、計画のほうで、計画の５ページに「子ども・若者のウェ

ルビーイングを実現するための指標」というので、現況数値と中間目

標値と最終目標値というのが書かれている表があるんです。現況数値

を見ると、かなりよい数字が出ているものが多いなと思ってみたんで

すけれども、ただ、後でおまとめいただいた資料を見ていくと、実は

子どもへのアンケートでは、こういうものもあったということで、こ

のウェルビーイングの指標に入っていない質問では、それこそ先ほど

中学生がとても疲れているということが明らかになっていたりする

ところもあって、ウェルビーイングの指標じゃないアンケートの質問

が意外と大事な、ちょっと気にしなければいけない結果が出ているも

のがあるんだなと思いました。それは、もちろん指標だけではなくて、

そちらも見ながら政策を検討していかれるとは思ったんですけれど

も、その辺が私の感想になります。 
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松原委員長  ありがとうございます。 

 事務局から何かありますか。 

事務局  ありがとうございます。まず、周知については、おっしゃるとおり

で権利条例ができても、それが広まらないとつくった意味もありませ

んので、今日は資料をおつけしていないんですけれども、子どもたち

と一緒に作った『条例ができたよ』というパンフレットが実はありま

して、それは私立も含めて小学校と中学校に、この４月、５月で配付

をさせていただき周知を行っているところです。 

 また、子どもの権利というところで、教育委員会とも連携しまして、

子どもの権利学習というのを全校集会の時間ですとか、あるいは朝の

担任の先生とのホームルームのような時間の中で、お願いしますとい

うことも依頼をして、この６月をめどに実施いただいているところで

す。なので、まずは今年度、子どもの権利ということ自体の周知啓発

に力を入れて取り組んでいきたいと思っているところでございます。 

 また、指標につきましては、いろいろアンケート調査ですとか、中

で定めてきているところもありまして、全てが指標という形にはでき

ないので、大切な項目については随時参照しながら計画を進めていき

たいと思います。 

委員  ありがとうございました。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  今、委員が言われたように、私も「権利」という単語がしっかりと

入ってよかったなというふうに、そして、こんなすばらしいものにま

とめられて、ここまでの御苦労といいますか、本当に試行錯誤、紆余

曲折があったんだろうなと思いながら、とてもよいものができてよか

ったなと思っております。 

 しっかり読ませていただくとともに、保育現場、教育現場にしっか

り伝えて、それこそ保育現場も教育現場も、先ほど報告させていただ

いたように、不適切な保育がやはりゼロになっていませんし、様々な

子どもの人権に関わる心配なことが学校でも保育現場でもまだある

のが現実です。そういう中で、そこに関わる教育者、保育者、大人た

ちが、子どもたちから求められている、そして子どもたちから見られ

ている、そして、この子どもの権利ということが、こんなふうに世田

谷ではきちんと定められている条例としてある。こういった現実、一

番浸透したほうがいいのは、もしかしたら教育者、保育者、大人のほ

うかもしれません。そういうことも含めて、全ての大人、そして子ど

もたちにこれが行き届き、そして文化としてしっかりと育まれていく
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ことを強く願っております。どうもありがとうございました。 

松原委員長  ありがとうございます。 

委員  子どもの権利条例ということでこういうものができて、とても世田

谷区はしっかりやっているなという印象を持ちました。 

 さらに、それに加えて希望するのは、私が今まで権利条例をつくっ

たり、それからそれを運用するという中で、やっぱり学校とか教育委

員会との関係がなかなか難しい。福祉のサイドと教育のサイドとで子

どもの権利に関する温度差があったという経験があるんですね。今

回、世田谷区でこの権利条例をつくるにあたって、相当教育委員会の

ほうも理解が深まったというか、協力しましょうという姿勢が前面に

出てきたと思えるといいんですが、先ほどのお話だと、パンフレット

を作ってお配りしたということ。それから、それを活用するというお

話だけれども、実際にどういうふうにやっていくのか。例えば、パン

フレットを作るのは、どこが作ったのかということですね。ある自治

体では、そういうものを作るというときには、福祉で権利のパンフレ

ットを作って学校に配る。教育委員会、学校が作るべきものでしょう

というのが、それができていない、そこのあたりの温度差ですね。 

 さらに言えば、これが子どもたちに浸透するのかというときに、子

どもの権利委員会が恐らく検証していくと思うんですけれども、どれ

くらいの認知度があるのかということだし、学校現場の中で子どもの

権利に関する取組みがどの程度進んでいるのかというのは、権利委員

会がしっかりやっていかないと、学校現場はなかなか動きにくいとい

うところがあると思うんですね。ですから、私が、そこがどこの自治

体も肝になると思うんですね。ですので、子どもの権利学習、権利意

識の醸成というのは、子どももそうだし、先生方が権利の視点から、

学校運営がこれでいいのかということを振り返るきっかけにすると

いうことが必要なのではないか。 

 学校での行事であるとか、様々な子どもたちの生活であるとかの中

で、どれくらい子どもの声を聞いていますかということですね。これ

をしっかり検証してほしいなと思います。世田谷だと、これができて

いますというのがあると、ほかの自治体が今後つくる上で物すごく力

になると思うので、どこも苦労している。これを世田谷区としてはや

っていただきたいと思います。 

事務局  御意見ありがとうございます。今御指摘いただいた点、非常に重要

な点でございまして、まさに福祉と教育の連携をしっかりしていく。

逆に言えば、それが不十分な点がまだまだあるというのは本当に御指
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摘のとおりだと思っています。自治体によって福祉と教育の連携の仕

方は違いまして、割と教育委員会が主体的に子どもの権利について教

材を作ったりというところもあるとは聞いていますが、今、少なくと

も世田谷区については、こちらが用意したパンフレットだったり、教

育に相談しながらこちらが作った教材なんかを、先ほど申し上げたよ

うな権利学習に使っていただいたりというところで、主体的にどこま

でやれているかというところは、まだまだ改善の余地はあるのかなと

思っています。 

 そういう学校レベルでの教育のほうの権利学習というのもありま

すし、また、組織として連携していくという意味で、こちらの子ども・

若者部と教育委員会事務局の管理職の立場の者同士も、今年度から、

計画にもそれは書いてあるんですけれども、政策の連携会議をしてい

こうということで、実は先日、第１回を行いまして、子どもの権利と

いうのも課題だねということを話し合ったところです。 

 その中で教育側の部長からも意見があったのが、教育委員会という

のは文科省系列だというところもあって、そこのラインから出てきた

ことであれば、うまく話が通っていくんだけれども、福祉側から来た

ことだと、そこはあまり浸透しないんだみたいな御意見もあったの

で、その当たりも今後どうしていくか、しっかり部長級管理職とも話

合いながら、組織的に進めていきたいと思っております。 

事務局  つけ足させていただきます。今の教育長が元々子ども・若者部長も

経験をされている人でもありまして、この条例を改正するに当たりま

しても、適宜相談をさせていただいたり、こういったのを考えている

けれども、教育委員会とも連携してやっていきたいということをお話

し申し上げて、進めてきたところはあります。今年の１月の学校長会

議の中でも、教育長が自らパワーポイントで、子どもの権利について

資料を作って講話していただいたりというようなことで、そういった

理解がすごくあるというところが一つあります。 

 あと、教員の11年目、ちょうど中堅の教員の研修というのを少なく

とも昨年度からは定期的に毎年やっていこうということで仕組み化

をして、子どもの権利に関しては、「せたホッと」の委員に権利のこと

を、研修の講師を務めていただいて、11年目の教員に研修をしていく

というような仕組みも始まったところになります。そういった形で、

まだまだというところはありますけれども、進めていきたいと思って

おります。 

 あと、委員からお話のありました保育の部分につきましても、今回



21 

のこの子どもの権利条例の改正の考え方を踏まえまして、10年前につ

くった保育の質ガイドラインを改めて改定しまして、この３月に改定

をしたばかりになりますので、今まさに各現場に周知をしているとこ

ろであります。そこでは子どもの権利を中心とした保育というのはど

ういったものかというのを具体的に提示し、また、説明の動画なども

作りながら、今、周知啓発に努めているところになります。そういっ

た状況です。 

委員  ありがとうございます。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  私も、子ども自身が紡いだ権利の言葉というのは、こんなに豊かな

言葉が出てくるんだなと思って、すごく胸が熱くなるなと思って拝見

していました。 

 今回、個別救済の「せたホッと」と、さらに子どもの権利委員会と

いう両方、２層として残したというのも、また世田谷区が画期的な試

みを始められようとしているのかなと拝見したんですが、今回、新設

される子どもの権利委員会の第三者性というのをどのように担保さ

れていく方向性でおられるか伺いたいです。 

事務局  御質問ありがとうございます。 

 子どもの権利委員会は、これから立ち上げ、９月頃をめどに第１回

を予定しておりまして、今ちょうど学識の先生方と意見交換しながら

詰めているところでございます。区長の附属機関という形になります

ので、基本的にはそこで検討したものを区長のほうに答申という形を

とり、それを反映させていくというところで、なるべく実効性のある

仕組みをつくっていきたいと思っています。 

 先ほどの３ページを御覧いただきますと、子どもの権利委員会のポ

ンチ絵があるんですけれども、こちらで検討したものについて、最終

的に左下に部長会というのがありまして、こちらに提言をしていくと

いう形になっています。 

 この検討については、学識の先生４人、それから公募の委員、あと

は若者委員ということで、基本的には委員の方たちの議論をまとめ

て、それを区に対して提言してもらうというような形になっておりま

して、そういう意味では、そこに区から何か意図を持って意見を言う

とかということはなく、あくまでここで議論いただいたものを区の部

長会という区長も参加している会議に出していただいて、そこで、そ

の後、ちゃんと提言いただいたものが反映できているかというのも確

認していくというような流れで考えております。 
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委員  本当に国の施策にもすごく参考になる取組みだと思いますので、期

待して拝見していきたいと思います。 

松原委員長  ほかにいかがでしょうか。 

委員  これはお願いという形になるんですが、いろんなところで「まち」

とかという言葉が使われていますが、恐らく「まち」という意識が子

どもたちはそんなにないと思うんですね。余りにも漠然とした広いも

のになっているので、できたら自分たちが世田谷にいて、世田谷のま

ちがどれだけ豊かで自分たちのことを守ってくれているのか。14ペー

ジにまさしく「一人ひとりが笑顔で自分らしくチャレンジできるま

ち」というところをモットーにして、子どもたち自身が生き生きとで

きるような世田谷というアピールをどこかの単位で、いつも意識でき

るような働きかけをぜひしてもらいたいなと思います。 

 世田谷区でこれだけのいいものがあって、私たちはこの中で生きて

いて、それを守られていて、世田谷区をもっとよくしようという子ど

もたちの意識を、この「まち」という言葉、抽象的なものではなくて、

地域でもない、都でもない、日本でもない、世田谷区ということをも

っと意識できるような働きかけができるといいなと思っています。 

事務局  ありがとうございます。確かに、自分が子どもの頃を振り返っても、

どこまで「まち」というのを認識しているかというと、多分子どもは

そこまでは恐らく意識していないと思います。大切な視点になるのか

なと思うのは、子どもたちが例えば区のいろんな取組みですとか施策

に参画をしたりとか意見を言って、それが影響力を持って区の施策を

動かしたり、あるいは何か仕組みが変わったりとか、そういう意見表

明と参画をしっかり進めていくことが、結果として自分たちの住んで

いる「まち」という意識も生まれてくるきっかけになるのではないか

なと思っておりますので、先ほどの子どもの権利委員会にも若者に参

加してもらったりですとか、あと、同じ３ページの右下にユースカウ

ンシルも載っているんですけれども、これも中学生以上の子ども・若

者たちに集まっていただいて、一人一人が感じている課題を話し合っ

て区に提言してもらうという仕組みになっているんですけれども、こ

ういった子どもたちが意見表明して、区に影響力を及ぼすという仕組

みをいろんなところで取り入れていこうと思っています。それを通じ

て、世田谷を変えていくみたいなところで、「まち」という意識が醸成

していければいいのかなと思っております。 

委員  大変すばらしいものがまとまっているなと思って、じっくり拝見し

ていたんですけれども、今のお話を聞いている中で少しだけ心配にな
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ったのが、意見表明できるお子さん方は、しっかり意見が把握されて

いくけれども、逆に意見が言えない方、子どもたちに対しての配慮で

あったりとか、あるいは障害とか様々な理由で、その子自体が発言で

きない場合、それをどうしていくのか。 

 そういったところが、例えば先ほどのウェルビーイングの指標とか

を見ていても、ここに載せずに別なところでやっていらっしゃったり

するのかなと思いますが、そういう部分、特に権利を守られなければ

ならない子どもたちの状況というのがどうなっているのか、そこら辺

のお考えはどうなのか、伺えればと思いました。 

事務局  御指摘の点、非常に大切だと思っております。意見を言える、ある

いはそういう機会を得られる子どもたちというのも、比較的積極的な

お子さんだったりというところもありますし、おっしゃったとおり、

障害があったりですとか、いろんな理由でなかなか意見表明ができな

い立場にあるお子さんもいらっしゃるというのは、そのとおりだと思

います。 

 なので、そこについては、まず、いろんな形で意見を広く聞いてい

くということも必要だと思いますし、先ほどのユースカウンシルの関

連で言いますと、まだ決定はしていないんですけれども、必ずしもそ

この人だけではなくて、広く意見を聞けるようにシステム的なものを

入れて、幅広くアンケートを取ったりですとか、ここに参加している

子ども自身も、自分の意見が子どもの意見を代弁しているかどうかと

いうのも、多分子どもたち自身も不安があるのではないかなとは思っ

ていまして、自分はこう思うけれども、ほかの同年代の子は全然違う

ことを考えていたりとかということも多分あるんだろうなと思って

います。 

 なので、様々な方法で意見を集約していく、聞いていくということ

は取り組んでいく必要がありますし、おっしゃったとおり、意見が言

えない子ほど、なるべくそこを保障していくという視点はしっかり持

ってやっていきたいと思っております。 

松原委員長  ありがとうございます。委員の御指摘、すごく大切なところだと思

いますし、実は意見の言える子でも「どうせいろいろな声を上げたっ

て」という気持ちで言わなくなっちゃう。この条例の中に大人たちの

決意というのが入っているのはすばらしいなと思っていて、そこにき

ちっと根差して、いろんな制度のつくりですとか、そういったものを

もう一度見直していくということも必要かなと思いました。 

委員  私も、総合計画の作成には関わってきたんですけれども、この３ペ
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ージを見たときに、教育委員会が真っ白なのがやはりすごく気にはな

りました。組織が違うと言えば違うんですけれども、何か併記をして、

同時に見られるような何かがあるといいなという感じがいたしまし

た。 

 それと、この基本方針の中で気になるのが、やはり教育虐待という

言葉ですね。私も一時保護所とかに行きまして、教育虐待の問題で子

どもたちが大人の言いなりにさせられてというのを実際に見たりす

るものですから、教育委員会の中でＰＴＡに対して子どもの権利条例

みたいな何か告知するとか、ＰＴＡの中で話し合っていただくとか、

そういうふうなきっかけづくりができればいいなと思って、それは福

祉の分野でなかなか言いづらいのかもしれませんけれども、学校の中

ですぐーるを使ってＰＴＡの方々にはいろんな情報を提供している

んですけれども、そういった情報提供みたいなところも、子どもだけ

ではなくて、大人に対してもしていくことが大事ではないかなと思っ

ております。 

事務局  ありがとうございます。子どもだけではなくて大人に対する啓発と

いうのが非常に大きな課題ですし、なかなか難しいところもあるんで

すけれども、私も今の立場になる前に児童課というところで、学童ク

ラブなんかも担当していたんですけれども、教育虐待にも多少通ずる

かなと思うのが、親が子どものいろんなものに対して非常に干渉が強

くて、本来だったら子ども同士で話し合って解決しなきゃいけないと

ころに親が出てきて、子どもの課題を親が解決に乗り出してきたりで

すとか、あるいは親が相手のお子さんに対して非難する言葉を言った

りですとか、そんなようなこともありまして、親のほうも子どもの権

利というのをしっかり知っていただくということが子どもの権利を

文化として根づかせていく上で本当に最も大事なことの一つだろう

なと思っております。 

 そういう中でＰＴＡの勉強会ですとか、そういった機会がもしある

ようでしたら、こちらに御連絡いただければ、資料を提供したりです

とかということもできますので、お声がけいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

事務局  すぐーるなんかも、我々も教育委員会と連携していろいろな情報を

流すときに使わせていただいております。今回作ったパンフレットが

どうだったかというのは今ちょっと思い出せないんですけれども、す

ぐーるなんかもうまく活用しながらやっていきたいと思いますし、た

しか昨年度とかだったと思うんですけれども、教育総合センターでや
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っております家庭教育学級というんですか、そういった取組みの中

で、やはり教育虐待に通ずるようなところの視点から講師を呼んで講

演をやったりとか、あと、また家庭教育学級の出前講座なんかでも、

子どもの権利についての講座というのも、こちらから提供したりとい

うのもやっておりますので、様々な形で周知をしていきたいと思って

おります。 

委員  青少年委員は教育委員会の管轄だと思うんですけれども、青少年委

員の皆様にも、やはり深く知っていただいて、そちらから広めていた

だくということも考えられるのかなと思いますので、そちらもよろし

くお願いしたいと思っております。 

松原委員長  ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

委員  今度、条例ができて、子どもの権利に根差した施策という形になっ

ていくわけですね。ですので、それをてこにしてというと、予算措置

を講ずるというのも、従来よりは踏み込めるのではないかと思うんで

すね。ですので、例えば世田谷では、プレーパークがずっと行われて

きて、あれをここで言う居場所というふうに考えて、そして、さらに

充実していく。川崎の夢パークのように、あのものができて条約の精

神をあそこに体現していると思うんですね。ですから、運営ももちろ

んそうだけれども、やっぱり物理的なところでぜひこれを踏み台にし

て、財政当局と権利だということでやっていたたくというふうにして

いただきたいたい。 

 というのは、権利条例づくりをしているときに、大きな効果はそこ

だというんですね。従来の要綱でやっているのと、随分勢いが違って

くるというので、条例を基にして、この施策、この予算なんだいうこ

とでかなり前進するのではないか。これを有効に使っていただければ

なと思います。 

事務局  ありがとうございます。おっしゃるとおり、今回、条例を定めたこ

とによって、予算ですとかも以前よりも多分取りやすくなったりです

とか、あと計画の中にも、やはり居場所というのは非常に大事だとい

うところもありまして、例えば今、青少年交流センターが３か所ある

んですけれども、それを世田谷の５地域にそれぞれ展開していこうと

いうことですとか、あと、ちょうど今進めているんですけれども、若

年の女性の居場所もつくっていこうですとか、そういったことも計画

を基にいろいろ検討しているところですので、それに伴って予算もな

るべくしっかりと、ちゃんと計画に定めているというところで要求し
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て、確保していきたいと思っております。 

松原委員長  よろしいですか。ありがとうございました。総じて権利条例はサポ

ートをし、頑張れというメッセージが出てきているんだと思います。

頑張れは、世田谷区の行政にだけ押しつけるのではなくて、まさにま

ちに住む大人たちへのメッセージでもあるのかもしれないですね。 

 それでは、用意された議事、(1)から(4)まで終わったということで

よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

 では、議事はこれで終了いたしまして、事務局に進行をお戻しいた

します。 

寺西課長  ありがとうございます。本日は貴重な御意見をいただきまして、誠

にありがとうございました。 

 最後に、事務局から２点、事務連絡をさせていただきます。 

 まず１点目、本会議の議事録につきましては、整い次第、皆様にメ

ールでお送りをさせていただきます。お送りします議事録につきまし

て、御自身の御発言の部分を御確認いただきまして、お気づきの点な

どがございましたら、事務局まで御連絡をいただければと思います。

その後、区のホームページで本日の資料とともに議事録を公開いたし

ます。 

 続いて事務連絡の２点目でございます。御退室の際は、正面玄関で

はなく、お越しいただいた際に使用いただいた時間外出入口を御利用

いただければと思います。時間外出入口はエレベーターで１階まで降

りていただき、左側に勝手口のような扉がございますので、そちらを

御利用いただければと思います。 

 それでは、以上をもちまして令和７年度第１回世田谷区児童福祉審

議会本委員会を閉会いたします。どうもありがとうございました。 


